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種
交
通
安
全
運
動
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
令
和
３
年
度
に
お
い

て
も
引
き
続
き
各
種
啓
発
活
動

を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
飲
酒
運
転
根
絶
の
取

組
と
し
て
、
鹿
部
町
交
通
安
全

指
導
員
等
の
協
力
の
も
と
、
町

内
飲
食
店
を
中
心
に
「
飲
酒
運

転
撲
滅
運
動
」
を
展
開
し
て
い

ま
す
が
、
今
後
、
関
係
機
関
・

団
体
、
そ
し
て
町
民
皆
様
と
、

よ
り
一
層
連
携
を
図
れ
る
よ
う

な
場
を
設
け
る
等
、
交
通
事
故

の
な
い
安
全
で
住
み
よ
い
町
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

次
に
、
消
費
者
対
策
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
す
。

生
活
形
態
が
著
し
く
変
化
す

る
中
で
悪
徳
商
法
や
特
殊
詐
欺

事
件
が
相
次
ぎ
、
特
に
高
齢
者

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
犯
罪
が

例
年
多
発
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
消
費
者
の
方
々
を
保
護
す

る
取
組
が
益
々
重
要
と
考
え
て

い
ま
す
。

町
広
報
誌
や
敬
老
会
等
で
幅

広
い
注
意
喚
起
を
引
き
続
き
行

い
、
消
費
生
活
に
関
す
る
知
識

が
更
に
深
ま
る
よ
う
様
々
な
情

報
を
発
信
し
て
町
民
の
皆
様
が

安
全
・
安
心
し
た
暮
ら
し
が
で

き
る
よ
う
持
続
的
に
消
費
者
対

策
に
取
り
組
み
ま
す
。

次
に
、
国
民
年
金
事
務
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

国
民
年
金
事
業
に
つ
い
て

は
、
年
金
に
関
す
る
一
部
の
届

出
や
保
険
料
の
免
除
・
猶
予
申

請
、
年
金
受
給
に
係
る
請
求
な

ど
の
手
続
き
は
町
の
受
託
事
務

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
、
適
切
に
対
応
す
る
と

と
も
に
各
種
年
金
制
度
の
周
知

や
相
談
業
務
に
努
め
ま
す
。

次
に
、
土
木
・
建
築
関
係
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

は
じ
め
に
、
道
路
関
係
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

一
般
国
道
２
７
８
号
に
つ
い

て
は
、
災
害
時
の
避
難
路
と
し

て
の
役
割
を
担
う
道
路
で
あ
る

の
で
、
安
全
確
保
等
の
観
点
か

ら
、
必
要
な
施
設
整
備
を
引
き

続
き
函
館
開
発
建
設
部
へ
要
望

し
ま
す
。

道
道
大
沼
公
園
鹿
部
線
の
駒

見
地
区
に
お
け
る
土
砂
災
害
対

策
に
つ
い
て
は
、
連
続
雨
量
１

２
０
ミ
リ
で
発
動
す
る
事
前
通

行
規
制
の
解
除
に
向
け
、
北
海

道
が
令
和
２
年
度
か
ら
対
策
工

事
に
着
手
し
て
お
り
、
令
和
３

年
度
で
完
了
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。

町
民
の
安
心
・
安
全
と
地
域

経
済
の
安
定
が
、
よ
り
早
く
確

保
さ
れ
る
よ
う
、
安
全
対
策
の

促
進
を
引
き
続
き
要
望
し
ま

す
。
ま
た
、
近
年
の
局
所
的
で

想
定
し
難
い
災
害
対
策
に
つ
い

て
も
、
北
海
道
と
協
議
を
継
続

し
ま
す
。

道
道
鹿
部
停
車
場
線
に
つ
い

て
は
、
近
年
増
加
し
て
い
る
歩

行
者
の
安
全
確
保
対
策
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
要
望
し
ま
す
。

続
い
て
、
幹
線
町
道
の
整
備

で
す
が
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装

の
老
朽
化
が
著
し
い
町
道
鹿
部

南
２
号
線
の
１
３
０
ｍ
の
区
間

に
つ
い
て
、
令
和
３
年
度
改
良

舗
装
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

維
持
工
事
に
つ
い
て
は
、
令

和
２
年
度
に
引
き
続
き
舗
装
補

修
や
側
溝
清
掃
、
区
画
線
の
補

修
な
ど
、
必
要
に
応
じ
実
施
し

ま
す
。

ま
た
、
市
街
地
と
バ
イ
パ
ス

を
結
ぶ
町
道
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
平
成
30
年
度
の
土
地
利
用

計
画
の
策
定
結
果
を
踏
ま
え
、

防
災
や
生
活
の
利
便
性
向
上
の

た
め
の
道
路
整
備
に
向
け
て
、

令
和
２
年
度
に
引
き
続
き
優
先

順
位
な
ど
具
体
的
な
検
討
を
進

め
る
と
と
も
に
、
北
海
道
と
の

協
議
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
が
、
庁
舎
移
転
に
伴
い
、

先
行
し
て
常
呂
山
道
路
線
の
改

良
を
検
討
し
て
お
り
、
詳
細
設

計
に
向
け
た
事
前
準
備
を
行
い

ま
す
。

次
に
、
海
岸
関
係
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
。

本
別
海
岸
の
保
全
対
策
に
つ

い
て
、
海
浜
地
を
保
護
し
、
安

定
さ
せ
る
た
め
の
離
岸
堤
及
び

消
波
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
を
、
引

き
続
き
北
海
道
へ
要
望
し
ま
す
。

ま
た
、
既
存
の
離
岸
堤
の
う

ち
、
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
が
転
倒
・

崩
落
し
て
い
る
部
分
に
つ
い
て

は
、
令
和
元
年
度
で
宮
浜
地
区

と
大
岩
地
区
の
補
修
工
事
を
完

了
し
て
い
ま
す
が
、
残
る
部
分

に
つ
い
て
は
、
状
況
を
注
視
し

な
が
ら
、
引
き
続
き
北
海
道
へ

要
望
し
ま
す
。
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